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ＪＡ伊勢では、平成 22 年度（旧ＪＡ三重南紀）から「早生温州ミカン」、24 年度から「不知

火」「せとか」をタイ王国等への輸出を開始し、新たなマーケットへの販路拡大に取り組んでお

ります。 

今回は、今年度産の早生温州ミカンを２回に分けて約１７トンをタイ王国へ輸出する予定です。

（※数量は見込みです。生産者が出荷・選果するまで確定ではありません。／R4 は６トン） 

まずは９日に県や関係者の同席のもと、名古屋植物防疫所と四日市出張所の検疫官による輸出

検査を実施します。次回は月末頃の予定です。 

令和２年度からタイ側の輸出条件が緩和され、輸出毎の両国合同検査ではなく、年１回のタイ

検査官による査察に合格すれば輸出が可能になりました。１０月２５日にタイ王国の検疫官らは

２日間かけて御浜町内の輸出用早生温州ミカンを栽培する園地７カ所と JA 統一選果場、同町す

ぎもと農園様の選果施設を査察し、タイ側の規則に基づいた適切な管理がなされているかを確認

しました。 

検査に合格したミカンは、海上コンテナでの輸送を経て、現地での販売を開始する予定です。 

直前のご案内となり恐れ入りますが、是非取材をお願いいたします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

 

タイ向け早生温州ミカン輸出検査・出荷作業 
 

日  時：１１月９日（木）午前９時頃～ 

      ※打ち合わせ終了後に始まります。 

 

集合場所：ＪＡ伊勢統一選果場  

（御浜町下市木 2133） 

 
 
 
 

伊勢農業協同組合 
三重南紀経済グループ（広報担当：宇城） 

 
【取材のお願い】三重南紀みかんタイ王国へ 

早生温州ミカン輸出検査を実施します 

 

 ※取材にお越しいただける場合は、 

事前にご一報いただけると幸いです。 

 

※写真の提供も可能です。 

 

電話：05979-3-1616 携帯：080-3911-3076 

Email: m-ushiro@ise.jamie.or.jp 

 

R5.10.25 タイ検疫官による現地視察      R4 年度の早生温州ミカン輸出検査の様子 


